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修士論文要旨
問題と目的】抑うつの維持要因の１つには，反芻の影響が
示唆されている。反芻を促す認知要因としては，メタ認知
的信念と注意制御の問題が考えられており，これらの認知
処理に拮抗する処理としては「Detached Mindfulness
（DM）」が挙げられている。さらに，注意訓練（Wells, 
1990）は抑うつの低減に役立つことが確認されている。そ
こで，本研究では，抑うつとそれに関連する変数を包括的
に捉えること（研究１），注意訓練の実施により改善するこ
とが予想される抑うつおよびそれに関連する認知変数（研
究２）と脳機能との関連性（研究３）について検討するこ
とを目的とした。
【研究１】方法 対象者：大学生127名（男性58名，女性69
名：20.28±1.12歳）。調査材料：①注意制御機能の測定：
注意制御機能測定尺度（今井，2009）②DMの 測 定：
Detached Mindfulness Mode Questionnaire（今井・
熊野，2011）③抑うつ症状の測定：日本語版 Beck 
Depression Inventory-II（小嶋・古川，2003）④反芻の
測定：Rumination-Reflection Questionnaire日本語版
（高野・丹野，2008）⑤メタ認知的信念の測定：日本語版
the Meta-Cognitions Questionnaire-30（山田・辻, 
2007）結果と考察　共分散構造分析により，Fig.1のモデル
が作成され，注意制御機能がDMに影響することで結果的
に抑うつや反芻を低減しうる可能性が示唆された。
【研究２】方法　対象者：大学生を無作為に介入群12名（男
性３名：21.33±2.45歳；女性９名：20.78±1.80歳），コン
トロール群13名（男性４名：24.50±6.86歳；女性９名：
21.56±2.55歳）に割付けた。介入群は，２週間注意訓練を
行った。実験材料：研究１の材料に加えて，STAI（清水・
今栄,1981），両耳分離聴課題（「選択的注意課題」「注意の
転換課題」「注意の分割課題」より構成）を用いた。手続
き：参加者は計３回の実験（１回目（pre）：質問紙，両耳
分離聴課題の実施，注意訓練の心理教育（介入群のみ）。２
回目（１回目から１週後）：注意訓練実施状況の確認（介入
群のみ）。３回目（post：２回目から１週後）：質問紙，両
耳分離聴課題の実施，注意訓練実施状況の確認（介入群の
み）。）に参加した。
結果と考察　各尺度得点および両耳分離聴課題の各課題正
答数について，群と時期を独立変数，pre時点での群間に
差が見られた能動的注意制御機能尺度全体得点を共変量と
した共分散分析を行った結果，交互作用は示されなかった。
pre時点での能動的注意制御機能尺度全体得点を制御変数
として，各尺度得点の変化量の偏相関係数を求めた結果，介
入群において，注意の転換および注意の分割と能動的注意
制御機能尺度全体得点の変化量との間に有意な正の相関，
注意の分割および能動的注意制御機能尺度全体得点と抑う
つの変化量との間に有意な負の相関が示された。
　以上から，群と時期の交互作用は見られなかったものの，
変化量同士の関連において注意の転換および注意の分割の
機能を向上させることで，注意制御機能が高まり，それに
よって抑うつを低減できる可能性が示唆され，研究１のモ
デルを支持する結果が得られた。
【研究３】方法　研究２の対象者に対し，preおよびpost時
点で両耳分離聴課題中の脳血流量の測定を52チャンネル
NIRSを用いて行った。結果と考察　注意訓練によって介
入効果が示された領域は，「選択的注意課題」「注意の分割
課題」では全て右側，「注意の転換課題」では全て左側で
あった。各課題の介入群の変化を見ると「選択的注意課題」
「注意の分割課題」では全て介入後に活動が低下したが，「注
意の転換課題」では４部位中３部位で活動が上昇した。
　以上から，注意訓練の実施により，「選択的注意課題」「注
意の分割課題」で賦活される右前頭葉の活動が抑えられ，
「注意の転換課題」で賦活される左前頭葉～側頭葉の活動が
高まる変化が認められる可能性があることが示唆された。
また，介入前の各課題と心理指標との間で有意差が認めら
れた部位と，介入前後で交互作用が認められた部位を比較
すると，「注意の分割課題」で交互作用が認められた部位の
み介入前に反芻と「注意の分割課題」による脳活動との間
に負の相関が認められていた。このことから，注意訓練の
実施により，右前頭極の活動が抑えられることで，反芻が
低減する可能性が示唆された。
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Fig.1　注意制御機能が抑うつ症状へ影響を与える過程のモデル図
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